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夏
と
い
え
ば
、お
祭
り
、海
水
浴
、ス
イ
カ
割

り
、
花
火
、
そ
し
て
最
近
で
は
熱
中
症
も
毎

年
の
話
題
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
は
熱
中
症
。
熱
中
症

と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。 

熱
中
症
と
は
… 

 

熱
中
症
は
、
高
温
の
環
境
の
中
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体

内
の
調
節
機
能
が
低
下
し
た
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
重
篤
な

場
合
に
は
、
死
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

軽
視
は
禁
物
で
す
。 

 

屋
外
で
作
業
や
運
動
を
し
て
い
る
時
だ
け

で
な
く
、家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、室
温

や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
熱
中
症
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

熱
中
症
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
か 

 
暑
い
時
や
運
動
し
た
時
な
ど
に
は
、
体
温

が
上
昇
し
ま
す
が
、平
常
時
に
は
、汗
を
か
い

た
り
、
皮
膚
に
血
液
を
集
め
る
こ
と
で
体
外

に
熱
を
発
散
（
熱
放
散
）し
、体
温
を
調
整
し

ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
中
で
激

し
い
労
働
や
運
動
を
行
う
と
、
体
の
中
で
体

温
を
調
整
す
る
機
能
が
働
か
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な

る
と
、
体
に
熱
が
た
ま
り
、
熱
中
症
の
様
々

な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。 

 
夏
の
暑
さ
に
ご
用
心 

 
特
集 

熱
中
症 

熱中症を引き起こす条件 

熱中症を引き起こす可能性あり 

＜からだ＞ 

☑ 激しい労働や運動によって体内に著しい

熱が産生されている 

☑ 暑い環境に身体が充分に対応できてい

ない 

＜環境＞ 

☑ 気温が高い 

☑ 湿度が高い 

☑ 風が弱い 

☑ 日差しが強い 
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熱
中
症
の
症
状
と
対
処
法 

 

熱
中
症
の
症
状
は
、
重
症
度
に
よ
り
違
い

ま
す
。
熱
中
症
の
症
状
と
対
処
法
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

重
症
度
Ⅰ
度 

［
症
状
］ 

◩ 

め
ま
い
、
た
ち
く
ら
み
が

あ
る 

◩ 

筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
が

あ
る
（
痛
い
） 

◩ 

ふ
い
て
も
ふ
い
て
も
汗
が
出
て
く
る 

［
対
処
］ 

◩ 

水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う 

重
症
度
Ⅱ
度 

［
症
状
］ 

◩ 
頭
が
が
ん
が
ん
す
る
（
頭
痛
） 

◩ 

吐
き
気
が
す
る
・
吐
く 

◩ 

体
が
だ
る
い
（
倦
怠
感
） 

［
対
処
］ 

◩ 

足
を
高
く
し
て
休
み
ま

し
ょ
う 

◩ 

水
分
・
塩
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う 

◩ 

自
分
で
水
分
・塩
分
を
摂
れ
な
け
れ
ば

す
ぐ
病
院
へ 

重
症
度
Ⅲ
度 

［
症
状
］ 

◩ 

意
識
が
な
い 

◩ 

体
が
ひ
き
つ
る
（痙
攣
） 

◩ 

呼
び
か
け
に
対
し
て
返

事
が
お
か
し
い 

◩ 

真
直
ぐ
に
歩
け
な
い
・
走
れ
な
い 

◩ 

高
い
体
温
で
あ
る 

［
対
処
］ 

◩ 

水
や
氷
で
首
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根

な
ど
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う 

◩ 

す
ぐ
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う 

 一般的にスポーツドリンクは経口補水液よりも電解質（ナトリウム、カリウ

ムなど）濃度が低く、糖質濃度が高い飲み物です。スポーツ後の水分補

給と電解質補給であれば市販されているスポーツドリンクで十分です。 

 しかし、脱水症の時には水と電解質を素早く補給、吸収できるように工

夫された飲料である経口補水液を摂取する必要があります。 

 経口補水液は、電解質(ナトリウム・カリウムなど)が多く含まれているため

腎臓が悪い患者さんにとっては摂取する量に注意が必要です。また、ス

ポーツドリンクは糖質濃度が高いため、血糖が上がりやすい糖尿病の患

者さんでは、薄めるなどの注意が必要です。 

スポーツドリンクと経口補水液 

(ＯＳ-1など)の違い 

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
気

を
つ
け
る
こ
と 

 

熱
中
症
を
予
防
し
、
重
症
化
さ
せ
な
い
た
め

に
、
日
常
生
活
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と 
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に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

① 
暑
さ
を
避
け
る 

外
に
出
る
際
に
は
、
日
傘
を
さ
し
た
り
、

帽
子
を
か
ぶ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
屋
内

に
い
る
時
に
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
す
だ
れ
を

垂
ら
し
た
り
、扇
風
機
や
空
調
（
エ
ア
コ
ン
）

を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

     ② 

服
装
を
工
夫
す
る 

風
通
し
が
よ
く
、
汗
を
吸
っ
て
服
の
表
面

か
ら
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

理
想
で
す
。首
周
り
を
ネ
ク
タ
イ
や
襟
で

締
め
る
と
、前
胸
部
の
熱
気
や
汗
が
出
て

い
き
に
く
く
、
不
快
感
を
生
じ
ま
す
。
襟

元
は
な
る
べ
く
ゆ
る
め
て
通
気
し
ま
し
ょ

う
。 

③ 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る 

暑
い
日
に
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
じ
わ
じ

わ
と
汗
を
か
い
て
い
る
の
で
、
体
の
活
動
の

度
合
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ま
め
に
水
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

    

人
間
は
、
軽
い
脱
水
状
態
の
と
き
に
は
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
の
ど

が
渇
く
前
、
暑
い
と
こ
ろ
に
出
る
前
か
ら

水
分
を
補
給
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。 

な
お
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を
増
や
し
、

体
内
の
水
分
を
排
泄
し
て
し
ま
う
た
め
、

汗
で
失
わ
れ
た
水
分
を
ビ
ー
ル
な
ど
で

補
給
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
誤
り
で

す
。
い
っ
た
ん
吸
収
し
た
水
分
以
上
の
水

分
が
、
そ
の
後
に
尿
で
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。 

    ④ 

そ
の
他 

人
間
が
上
手
に
発
汗
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
暑
さ
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
す
。
暑

く
な
り
始
め
や
急
に
暑
く
な
る
日
、
熱

帯
夜
の
翌
日
な
ど
は
特
に
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
汗
を
か
く
な
ど
、
暑
さ
に
備
え
た
体
づ

く
り
を
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。 

他
に
も
、
集
団
生
活
で
は
責
任
者
を
お
い

て
熱
中
症
の
知
識
を
周
知
し
た
り
、近
く

の
医
療
機
関
が
ど
こ
に
あ
る
か
確
認
す

る
な
ど
の
こ
こ
ろ
が
け
が
大
切
で
す
。 

 高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す 

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
の
約
半
数

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。 

 

高
齢
者
が
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
理
由

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。 

①
水
分
の
不
足 

 
 

高
齢
者
は
体
内
の
水
分
量
が
少
な
い
上

に
、
体
の
老
廃
物
を
排
出
す
る
際
に
た
く

さ
ん
の
尿
を
使
用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
脱

水
症
状
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。 

②
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
の
低
下 

加
齢
と
と
も
に
、皮
膚
の
温
度
感
受
性
が

鈍
く
な
り
、
暑
さ
を
自
覚
し
に
く
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
温
調
節
（
衣
服
の 
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お
は
じ
き
な
ど
昔
の
遊
び
の
ゾ
ー

ン
が
設
け
ら
れ
、
古
き
良
き
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
日
に
松
龍
寺
に
お
参

り
す
れ
ば
、
四
萬
六
千
日
参
詣
し

た
の
と
同
じ
ご
利
益
が
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
松
戸

の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
み
る
の
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。 

（
松
戸
宿
坂
川
献
灯
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
）  

（
看
護
部
・
髙
橋
知
世
美
） 

 

坂
川
の
清
流
復
活
を
期
に
、
旧

松
戸
宿
ゆ
か
り
の
行
事
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
夏
の
風
物
詩
と
し

て
、
松
龍
寺
や
坂
川
を
舞
台
と
す

る
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

か
つ
て
、
旧
松
戸
宿
で
は
、
地
元
の

年
中
行
事
と
し
て
松
龍
寺
の
と
う

も
ろ
こ
し
市
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
赤
く
種
の
多
い
も
の
は
「
雷
除

け
」
に
な
る
と
言
わ
れ
、
品
種
改
良

以
前
の
昔
は
赤
い
実
が
つ
い
て
い
た

「と
う
も
ろ
こ
し
」
を
売
る
市
が

立
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
元
々
は
松

龍
寺
境
内
「
す
く
も
塚
観
音
」の
縁

日
で
し
た
が
、
松
戸
宿
の
人
々
に
は

夏
の
風
物
詩
と
し
て
時
代
を
超
え

て
親
し
ま
れ
、今
な
お
続
く
伝
統
の

行
事
で
す
。 

 

「献
灯
ま
つ
り
」は
と
う
も
ろ
こ
し

市
が
立
つ
縁
日
に
は
献
灯
が
行
な

わ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
ち
な

ん
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
祭
り
で

は
、
川
沿
い
に
約
一
〇
〇
〇
基
の

竹
行
灯
が
並
び
、
レ
ン
ガ
橋
前
の
桟

橋
か
ら
願
い
を
込
め
た
灯
ろ
う
が

流
さ
れ
ま
す
。
縁
台
に
座
っ
て
碁
・

将
棋
を
打
つ
コ
ー
ナ
ー
や
、
竹
馬
・

調
節
や
冷
房
の
利
用
）
が
遅
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。 

③
体
の
調
節
機
能
の
低
下 

 

高
齢
者
は
体
に
熱
が
た
ま
り
や
す
く
、
暑

い
時
に
は
心
拍
数
の
増
加
な
ど
が
起
き
、

若
年
者
よ
り
も
循
環
器
系
へ
の
負
担
が
大

き
く
な
り
ま
す
。 

  

高
齢
者
以
外
に
も
、
心
臓
疾
患
、
精
神
神

経
疾
患
、
広
範
囲
の
皮
膚
疾
患
の
方
も
「
体

温
調
節
が
下
手
に
な
っ
て
い
る
」状
態
で
す
の

で
、
十
分
な
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

（参
照
） 

 

環
境
省
・
熱
中
症
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル 

（監
修 

院
長
・
東 

仲
宣
） 

熱中症患者の年齢割合 

【消防庁/熱中症による救急搬

送者の状況 2010年より引用】 

松戸宿坂川献灯まつりは 

毎年8月9・10日に開催   

松戸の夏祭り 松戸宿坂川献灯まつり 
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リニューアル！ 人間ドックのご案内              

 ご自身の健康状態に合った健診を受けていただけるように、当院の人間ドックの内容が新し

くなりました。この機会にぜひご受診ください。 

 人間ドックコース  

検査内容 

身体測定・視力・聴力・眼底検査 

心電図・胸部エックス線 

腹部超音波 （胆嚢･肝臓･膵臓･腎臓･脾臓） 

血液検査 （腎機能，肝胆膵機能，貧血，脂質

代謝，糖代謝，感染症など） 

尿検査・便潜血 

胃透視又は胃カメラ（食道・胃・十二指腸） 

★受診希望日の2週間前までにご予約下さい。受診日は予約受付時に決定致します。 

★松戸市国民健康保険加入の方で、松戸市の共通受診券をお持ちの方は、松戸市より

人間ドック費用助成金（15,000円）が受けられます （例外がありますので当院のホーム

ページで詳細をご確認ください）。 

これまで、2種類あった人間ドックのコースが1つになりました。 

新しいコースでは必要な項目を厳選して、検査を実施します。 

☑ 食道・胃・十二指腸の検査は、胃

透視または胃カメラのどちらかを

お選びいただけます。 

☑ 胃カメラを行う際には、催眠剤を使

用し、苦痛なく検査を受けていた

だけます。 

 POINT
① 

より詳しく身体の状態を検査したい方のために、オプション検査の項目を充実

させました。人間ドック検査項目に追加して、オプション検査（別途追加料金）

を行うことで、受診される方それぞれに合った内容の健診を受けていただくこ

とができます。 

オプション検査をご希望の方は予約時にお申し付けください。 

 POINT
② 

［料金］ 31,400円（税込） 
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―胃の健康度を調べる― 

ＡＢＣ検診     

  ピロリ菌に感染しているかどうかを調べ

る検査と、胃粘膜の老化（萎縮）の状態を調

べる検査の2つを行います。その2つの結果

を組み合わせて、胃がんのリスクを判定しま

す。 

 判定結果は、以下のように、A、B、C、Dの

４群に分類されます。  

―がんのリスクを調べる－ 

アミノインデックス 

 血液中のアミノ酸を測定することで、がん

に罹患しているリスクを評価する検査です。 

 胃・大腸・肺・前立腺(男性)・乳腺・子宮・卵

巣(女性)について、がんのリスクを評価しま

す。検査結果により、3つのランクに分類され

ます。 

 受診可能な日時など、詳細につきましては電話にてお問い合わせいただくか、当院のホーム

ページをご覧ください。 

 オプション検査 ［別途追加料金］ 

       検診室直通                 ０４７－３３１－２０２５（日曜・祝日を除く8：30～17：00） 

       予約受付フリーダイヤル       ０１２０－１１３－７５１ 

       ホームページ           http://www.tokatsu-clinic.jp 

 オプション検査は全14項目です。血液による検査は、がんがあるかどうかの目安になる検査

や、かくれ脳梗塞の可能性を探る検査などの6項目、機器を利用した生体検査は、肺機能検査、

骨密度検査や頭部CT検査などの8項目あります。 

 今回は、オプション検査のうち「ABC検診」と「アミノインデックス」をご紹介します。 

※ その他のオプション検査につきましては、ホームページや院内にありますパンフレットをご覧ください。 

C群 胃がんの高危険群と考えられます 

D群 胃がんのより高危険群と考えられます 

B群 
消化性潰瘍などに留意する必要が

あります 

A群 
健康的な胃粘膜で、胃疾患の危険

性は低いと考えられます ランクA 
有病率0.03～0.07% 

8,000人に2.0～5.3人の有病者数 

ランクB 
有病率0.13～0.21% 

1,500人に1.9～3.2人の有病者数 

ランクC 
有病率0.4～1.16% 

500人に2.0～5.8人の有病者数 

判定 有病率と各ランクでの有病者数 

 なお、アミノインデックスはがんの有無を

直接調べる検査ではありません。 

［料金］ 10,800円（税込） ［料金］ 22,680円（税込） 
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講演会・勉強会のご案内 

 当院では、地域の方々と一緒に健康増進や病気の予防に取り組む勉強会を開催していま

す。病院スタッフが講師となり、身近でお役にたつ内容を皆さんにお届けします。ぜひ、お時間

を見つけてご参加ください。 参加費は無料です。 

 

平
成
26
年
４
月
18
日(

金) 

、
松
戸
市
民

劇
場
に
て
、
当
院
と
新
東
京
病
院
の
合
同
医

療
講
演
会
《
慢
性
腎
臓
病
・心
臓
病
に
つ
い

て
》を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。当
日
は
、多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「心
筋
梗
塞
に
な
ら
な
い
た
め
に
」 

「あ
な

た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
？
」 

な
ど
の
内
容
で
講

演
を
行
い
、
講
演
後
に
は
参
加
さ
れ
た
方
か

ら
の
質
問
な
ど
も
受
け
付
け
ま
し
た
。 

 

当
院
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ

の
医
療
講
演
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

（
医
療
福
祉
連
携
支
援
部
・
梅
林 

剛
） 

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た 

日にち 時間 テーマ（講師） 

7月26日（土） 

13：30～14：00 慢性腎臓病の検査とその意味について（腎臓内科医・藤田） 

14：10～14：40 
腎臓病患者さんがX線検査を受ける際の注意点 

                       （診療放射線技師・山縣） 

8月23日（土） 13：30～14：30 
〔慢性腎臓病食教室〕 

 たんぱく質を上手に抑えるためには（管理栄養士・村上） 

8月30日（土） 
13：30～14：00 

自宅や出先で具合が悪くなった時の対応の仕方や日頃の備えを知ろう 

（連携支援員・梅林） 

14：10～14：40 AEDをご存知ですか？（実演あり）（臨床工学技士・内田） 

9月13日（土） 

13：30～14：00 慢性腎臓病にともなう合併症について（副院長・内野） 

14：10～14：40 慢性腎臓病の治療に使われる薬を知ろう（薬剤師） 

＜さわやか健康広場のご案内＞ 

［会場］ 東葛クリニック病院 管理棟 会議室 （受付 13：00～） 

※参加を希望される方は、お手数ですが前日までにご連絡ください 

  ＜申込み連絡先＞ 医療福祉連携支援部 ℡ ０４７－３６４－５１２１（代表） 

講演の様子 
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      スタッフ・スイッチ      ＆  

 仕事（オン）もプライベート（オフ）も生き生きと活動している当院スタッフをご紹介します。 

 今回は、6月に開設した東葛クリニックみらいの看護師長・喜瀬はるみさんです。 

喜瀬家のトト 

喜瀬さんは大の

ネコ好き！ 

東葛クリニックみらい・看護師長 

 喜瀬はるみ 

［認定資格］ 

▣ 透析技術認定士 

▣ 透析療法指導看護師 

Q．看護師を目指したきっかけは？ 

 2人の姉が看護師としてイキイキと働く姿を見て、私も看護師になりたいと思いました。 

Q．これまでで一番印象に残っている経験は？ 

 透析を導入する時期に関わらせていただいた患者さんと久しぶりにお会いした時、「喜瀬

さんがあの時いってくれた言葉でどれだけ安心したか。ありがとう」と涙を流しながら駆け寄っ

て来てくださいました。「私ができることなら何でもします。必ず見える場所にいますから声を

かけてください、と言ってくれたんですよ。本当に安心できました。12年も前の話で喜瀬さん

は覚えていないかもしれませんが、看護師さんが何気なく言ってくれた言葉は患者の宝な

んです」と言ってくださったことが、とても印象に残っています。 

 私たち看護師の言動は、患者さんの人生に大きく影響を与えているのだと痛感しました。 

Q．患者さんに一言 

 全床個室で、最新の透析装置を備えている「東葛クリニックみらい」。設備がいいから「みら

い」が選ばれるというだけではなく、思いやりの心を大切にした看護を提供することで、「みら

いで透析をしたい」といっていただけるクリニックになるよう頑張っていきます。 

 看護師として 

20年以上、「腎不

全看護」に携わっ

ています。 

 趣味は娘さん、息子さんとライブに行くこと！ 
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高額療養費制度 

 高額療養費制度はどのような制度なのでしょうか。今回は、制度を利用される方からいただい

たよくある質問をご紹介します。 

＜高額療養費制度とは＞ 

 公的医療保険制度の一つで、ご本人が医療機関や薬局の窓口で支払った額が、暦月（月の

初めから終わりまで）で一定額を超えた場合に、その超えた額を支給する制度です。 

 ただし、年齢や所得に応じて、負担する医療費の上限が決まっています。また、いくつかの条

件を満たすことにより、さらに負担を軽減する仕組みもあります。 

＜Q＆A ― よくある質問 ―＞  

福祉の 

ワンポイント 

アドバイス 

 詳しいことは、医療福祉連携支援部にご相談ください。 

 直通電話 ０４７－３６５－９０４８  受付時間 午前８：３０ － 午後５：００ 

Q. どのような医療費が、高額療養費制度の支給対象となりますか？  

保険適用される診療に対し、払った自己負担額が対象となります。 

「食事」「差額ベッド代」「先進医療にかかる費用」等は対象外です。  

Q. 高額療養費を申請した場合、支給までにどのくらいの時間がかかりますか？  

受診した月から少なくても３ヶ月程度かかります。  

Q. 支給の申請は、いつまでさかのぼって行うことが可能ですか？  

高額療養費の支給を受ける権利の消滅時効は、診療を受けた月の翌月の初日から２年です。 

２年間の消滅時効にかかっていなければ、過去にさかのぼって支給の申請をすることができます。  

Q. 負担の上限額は、加入している健康保険や治療中の病気によって変わりますか？  

高額療養費は、どの医療保険でも共通の負担の上限が変わることはありません。 

かかっている病気によっても負担の上限は変わりません。ただし、血友病や人工透析など高額な治療

を長期にわたって継続しなければならない方については、高額療養費の支給の特例があり、原則とし

て負担の上限額は１万円となります。  

（医療福祉連携支援部） 

 医療保険と介護保険の自己負担が著しく重くなった場合に、負担が軽減

される制度として、「高額介護合算療養費制度」があります。 

 一年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担の合計が、基準額を

超えた場合に、その超えた分の金額が払い戻されます。 

MEMO 
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ふれあい     通信 

 当院では毎年、入院患者さんを対象にアンケートを実施しています。施設や職員に対する満

足度の結果やご意見・ご要望は職員にしっかり周知し、改善するよう努めております。今回は

2014年1月から3月の間に、56名の入院患者さんから回答をいただきました。 

 アンケート結果の一部と当院の取組みについてご紹介いたします。 

＜当院の理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じ ょ

をもってし） 

其 治 也 以 協 （その治
ち

するや協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に接し、

専門性を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム医療を推

進し、これがもたらす最適医療の成果を患者さんに提供することを誓います。 

＜入院アンケート結果＞ 

 
総合満足度 

職員のやさしさ・

言葉づかい・態度 

職員の説明の 

わかりやすさ 
施設の清潔感 

満足 79.2 ％ 76.0 ％ 70.9 ％ 88.5 ％ 

普通 17.0 ％ 22.2 ％ 27.3 ％ 11.5 ％ 

不満 3.8 ％ 1.8 ％ 1.8 ％ 0 ％ 

 アンケートでは、お褒めの言葉を多数頂戴いたし

ました。一方、職員の患者さんに対する対応のレベル

にばらつきがあるとのご意見もいただきました。 

 応対につきましては、各部署で指導を行うとともに

定期研修の中で、「思いやりのある態度で接すること

の大切さ」などを学ぶ機会を設けております。 

 患者さんからより一層の信頼が得られるよう、これか

らも努力を重ねてまいります。 

（総務部・宮寺友子） 

研
修
の
様
子 
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季 節 の レ シ ピ 
 

夏
の
定
番
と
言
え
ば
苦
味
が
ク

セ
に
な
る
コ
レ
♪ 

 

ゴ
ー
ヤ
は
、
健
胃
効
果
も
あ
る

苦
味
タ
ン
パ
ク
質
（苦
味
成
分
と

し
て
モ
モ
ル
デ
ィ
シ
ン
な
ど
）
に
よ

り
胃
腸
を
整
え
る
た
め
、
食
欲
増

進
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
水
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
も
多
く
含
ん
で
お
り
、夏

バ
テ
防
止
に
最
適
な
食
品
で
す
。  

①  

ゴ
ー
ヤ
は
縦
半
分
に
切
っ
て
種

を
取
り
ス
ラ
イ
ス
し
て
塩
揉
み

し
て
お
き
ま
す
。 

② 

木
綿
豆
腐
は
水
切
り
し
、
タ
マ

ネ
ギ
は
ス
ラ
イ
ス
し
ま
す
。 

③  

油
を
ひ
き
、
ゴ
ー
ヤ
、
タ
マ
ネ
ギ

の
順
に
炒
め
ま
す
。
し
ん
な
り

し
た
ら
豆
腐
を
手
で
崩
し
な

が
ら
入
れ
、
さ
ら
に
炒
め
ま

す
。 

④ 

③
に
め
ん
つ
ゆ
を
入
れ
、
全
体

に
馴
染
ん
だ
ら
溶
き
卵
を
回

し
入
れ
ま
す
。
ま
と
め
る
よ
う

に
炒
め
た
ら
、
出
来
上
が
り
！  

ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル  

<材料>1人分 

ゴーヤ 30ｇ 

木綿豆腐 20ｇ 

タマネギ 30ｇ 

炒め油  6ｇ 

めんつゆ 10ｇ 

（希釈用） 

卵  15ｇ  

＜1人分の栄養成分＞  エネルギー 118 kcal 

たんぱく質 3.9g  食塩相当量 1.1g 

ゴ
ー
ヤ
の
苦
味
が
苦
手

な
方
は
塩
揉
み
す
る
か
、さ
っ
と

ボ
イ
ル
す
る
と
苦
味
が
和
ら
ぎ

ま
す
。
種
の
周
り
の
綿
が
苦
い
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
丁
寧
に
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。 

 

も
っ
と
コ
ク
が
欲
し
い
方
は
味

噌
を
プ
ラ
ス
し
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。 

 

か
つ
お
ぶ
し
を
か
け
て
食
べ
る

と
一
層 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
♪  

（栄
養
部
・本
院
厨
房
） 

   ゴーヤの   選び方 

 ふっくらしていて、大き過ぎない

物。色が濃く、表面に艶と張りがある

物。 

 イボイボが細かく密集した物の方

が苦味が強いと言われています。  
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今
回
は
松
戸
駅
近
く
に
開
設
し
た
「
東
葛

ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
」に
展
示
さ
れ
て
い
る
田

渕
安
一
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

田
淵
は
福
岡
県
小
倉
に
生
ま
れ
、
母
親
の

影
響
で
幼
少
期
か
ら
絵
に
親
し
む
環
境
に

あ
り
ま
し
た
。
戦
後
１
９
４
６
年
東
京
大
学

美
術
史
科
に
復
学
、
同
時
に
猪
熊
弦
一
郎

の
研
究
所
で
油
彩
画
を
学
び
ま
す
。
47
年

に
新
制
作
展
に
初
入
選
、
51
年
に
パ
リ
大

学
に
留
学
し
、
以
後
パ
リ
郊
外
に
住
み
制
作

を
続
け
ま
す
。 

 

当
初
は
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
具

象
作
品
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
53
年
ア
レ

シ
ン
ス
キ
ー
ら
と
出
会
い
、
強
烈
な
色
彩
表

現
に
触
発
さ
れ
、
“
熱
い
抽
象
”
へ
と
移
行
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
表
を
続
け
ま
す
。 

 

日
本
国
内
の
展
覧
会
に
も
度
々
出
品
し
、

新
制
作
展
、
現
代
日
本
美
術
展
、国
際
具
象

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
等
で
受
賞
を
重
ね
ま
す
。
59

～
61
年
は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル

作
品
を
発
表
し
、
後
に
ア
ジ
ア
の
土
俗
性
に

刺
激
さ
れ
て
原
色
を
多
用
す
る
作
品
を
制

作
、
77
年
よ
り
大
樹
を
連
作
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・ド
リ
ー
ム
」と
題

し
て
金
箔
を
用
い
、
華
麗
で
よ
り
東
洋
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
傾
向
の
作
品
を
制
作
し
ま

す
。
そ
れ
は
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
が
照
応
し
て
動

く
事
に
よ
り
、
宇
宙
生
誕
の
イ
メ
ー
ジ
を
自

然
の
形
を
借
り
て
豊
穣
の
色
彩
で
表
現
し
、

独
特
の
絵
画
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。 

 

１
９
８
３
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
の
「
空
洞
の

菱
」と
い
う
作
品
は
、
上
部
の
シ
ャ
ー
プ
な
金

箔
の
菱
と
下
部
の
褐
色
の
不
定
形
な
菱
が

呼
応
し
、
そ
の
中
間
域
の
黄
色
の
自
由
で
多

方
向
の
荒
々
し
い
筆
致
が
、
生
命
の
躍
動
を

私
達
に
与
え
て
く
れ
る
作
品
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

［
参
照
］日
本
美
術
家
事
典 

（解
説 

望
月
菊
磨
） 

東
葛
の
小
路
（
第
52
号
） 

「
空
洞
の
菱
」 

 
 

 
 

 
田
渕 

 

安
一

た

ぶ

ち 
 

や

す

か

ず 

田
渕
安
一 

 
 

 

洋
画
家 

 
 

 

（１
９
２
１
～
２
０
０
９
年
） 

85
年
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章

オ
フ
ィ
シ
エ
受
章 

「空
洞
の
菱
」 

１
９
８
３
年 

油
彩
画 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

６
階 

会
議
室
内 
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て
い
ま
す
の
で
、
食
欲
が
低
下
す
る
と
食
物

を
通
じ
て
体
に
取
り
込
ま
れ
る
水
分
が
減

り
、
必
然
的
に
体
内
の
水
分
量
が
少
な
く
な

る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

 

暑
い
時
期
は
、
暑
さ
に
よ
る
食
欲
低
下
だ

け
で
な
く
、
消
化
器
の
機
能
が
低
下
す
る
た

め
に
、
食
欲
が
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

室
内
と
室
外
の
温
度
差
に
体
が
う
ま
く
対

処
で
き
な
い
た
め
に
、
自
律
神
経
の
働
き
が

乱
れ
た
り
、
冷
た
い
物
の
飲
み
す
ぎ
の
た
め

に
、
胃
液
が
薄
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
、

消
化
機
能
の
低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
脱
水
状
態
も
食
欲
不
振
の
原
因
と

な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
脱
水
に
よ
っ

て
食
欲
が
減
り
、
そ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
脱
水

が
進
む
と
い
う
悪
循
環
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

夏
場
の
水
分
摂
取
で
気
を
つ
け
る

こ
と 

 

水
分
と
塩
分
と
い
え
ば
、
透
析
治
療
を
さ

れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
一
定
の
制
限
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
一
方

で
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ン
ト
閉
塞
の
危
険
性

だ
け
で
な
く
、
熱
中
症
を
予
防
す
る
意
味
で

    

な
ぜ
夏
場
に
シ
ャ
ン
ト
閉
塞
が
起

こ
り
や
す
い
？ 

 

体
の
中
を
流
れ
る
血
液
は
水
分
を
含
ん
で

い
ま
す
。
発
汗
な
ど
に
よ
り
血
液
中
の
水
分

量
が
少
な
く
な
る
と
血
液
が
濃
く
、ド
ロ
ド
ロ

し
た
状
態
に
な
り
、
血
の
固
ま
り
「
血
栓
」
が

で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
血
栓
は
血
管
を
詰

ま
ら
せ
る
原
因
と
な
る
も
の
で
、
心
臓
に
詰

ま
る
と
心
筋
梗
塞
、
脳
に
詰
ま
る
と
脳
梗
塞

を
引
き
起
こ
し
、
シ
ャ
ン
ト
に
詰
ま
る
と
シ
ャ

ン
ト
閉
塞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

夏
に
身
体
の
水
分
が
少
な
く
な

る
わ
け 

 

夏
に
体
の
水
分
量
が
少
な
く
な
る
原
因
と

し
て
は
、
ま
ず
発
汗
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
汗

を
か
く
こ
と
で
、
水
分
が
失
わ
れ
る
の
で
す
。 

 

次
に
食
欲
不
振
に
よ
る
水
分
摂
取
の
減

少
が
あ
り
ま
す
。
食
事
に
も
水
分
が
含
ま
れ

夏場はシャント閉塞にご注意を！！夏場はシャント閉塞にご注意を！！    

 今年も猛暑が予想される夏本番を前に体調管理は万全でしょうか？ 

 暑い日が続く季節、透析患者さんに気をつけていただきたいことの一つのは、シャント閉塞

です。１年を通してみると、夏場にシャント閉塞が増加する傾向にあるのです。 

 一体なぜ、夏場にシャント閉塞の危険が増すのでしょうか？ 

透析・知っ得（しっとく）NEWSでは、透析患者さんへの情報を発信していきます 

知っ得 

NEWS 

透析 
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 平成26年度透析勉強会について 

 前号でお知らせいたしました透析勉強

会の第7回～第10回は、都合により中止

させていただきます。  透析勉強会の情報はホームページでご

案内しておりますので、ご確認ください。 

も
、
適
切
な
量
の
水
分
・塩
分
を
摂
取
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

体
内
の
水
分
は
尿
や
便
か
ら
失
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
発
汗
や
呼
吸
な
ど
か
ら
も
失
わ

れ
ま
す
の
で
、シ
ャ
ン
ト
閉
塞
や
熱
中
症
の
予

防
の
た
め
、
こ
ま
め
に
体
重
を
量
り
な
が
ら
、

適
切
な
量
の
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。 

       

な
お
、透
析
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、発
汗
作

用
が
充
分
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

汗
が
う
ま
く
で
な
い
と
体
内
に
熱
が
こ
も
り

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

熱
中
症
の
予
防
の
た
め
に
は
、
屋
外
で
は
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
室
内
で
は
扇
風
機
や
エ
ア

コ
ン
を
使
う
な
ど
、
暑
さ
を
避
け
る
工
夫
も

大
切
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
体
調
管
理
に
気

を
付
け
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！   

 

 

（臨
床
工
学
部
・後
藤
一
磨
） 

東葛クリニックみらい   NEWS 

 2階の透析ラウンジに水素水サーバーが設置されまし

た。ラウンジをご利用される方はご自由にお飲みいただけ

ます。 

 水素水は還元作用があり、活性酸素を抑制する力が

あるといわれています。活性酸素は老化などに関わるとい

われる物質です。 

 ただし、透析治療をされている方は、水分の摂りすぎに

はご注意ください。 

Q＆A Q．シャント閉塞はなぜおこるの？ 

A．シャント閉塞の原因として、動脈硬化により血管そのものが細く・脆くなる、

低血圧やヘマトクリット値の上昇など血液が固まりやすい状態にあるなど

があります。 

シャント閉塞を予防するために、次のようなことに注意しましょう。 

・シャントに触る、音を聴くなどして状態や血流を毎日確認する。 

・シャント側の腕に重いものをぶら下げたりしない。腕時計も避ける。 

・シャント側の腕で腕枕をしない。 
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日本医療機能評価機構認定病院 

医療法人財団松圓会  東葛クリニック病院  

〒271-0067 松戸市樋野口865-2 電話 047-364-5121 

ホームページ www.tokatsu-clinic.jp （平成25年12月より新アドレスになりました） 

外来診療のご案内 

  月 火 水 木 金 土 備考 

内科  
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
午後 ○ ○ ○  ○ ○ 

外科 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土曜日 第1、第2、第3のみ  

腎臓内科  
午前 ○ ○  ○  ○ 

午後診（土曜日） 第２、第３、第４のみ 
午後      ○ 

循環器内科 
午前    ○   

木曜日 診療時間９：３０～ 
午後  ○     

心療内科  
午前      ○ 

 
午後      ○ 

整形外科 
午前      ○  午前診(土曜日)第2、第4のみ 

 午後診（土曜日） 14：30～ 午後      ○ 

泌尿器科 
午前      ○ 

土曜日 第1、第3、第5のみ 
午後 ○      

消化器外科 午前 ○   ○ ○   

呼吸器外科 午後      ○ 診療時間 １４：００～１６：００ 

呼吸器内科 午前     ○   

血管外科(循環器外科) 午後   ○ ○    

血管外科（大動脈瘤外来） 午後     ○  金曜日 第3のみ 

専門外来のご案内 

  月 火 水 木 金 土 備考 

糖尿病外来 
午前 ○ ○ ○    

  
午後   ○    

アクセス外来 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○  午前診のみ 土曜日は第1、第2、第3のみ 

腎炎外来 午後  ○      午後診のみ 

乳腺外来 午前  ○      午前診のみ 

ペインクリニック 午後   ○     午後診のみ 

ストーマ外来 午後    ○    午後診・木曜日 第２、第４のみ 

腎不全外来 午前  ○   ○   金曜日 診療時間９：３０～１１：３０ 

創傷ケア 午後     ○   午後診のみ 診療時間 １３：３０～ 

フットケア外来 
午前      ○ 

 9:00～11:00  14:00～16:00 第2、第4のみ 
午後      ○ 

褥瘡外来 午後  ○      午後診のみ 診療時間 15:30～16:30 

内視鏡（上部） 午前 ○ ○ ○  ○ ○  土曜日 第3のみ 

内視鏡（下部） 午後  ○ ○  ○ ○  土曜日 第1、第3のみ 

〔受付時間〕 午前 ８：３０～１２：００  午後 １３：３０～１６：３０ 

〔診療時間〕 午前 ９：００～       午後 １４：００～ 

外来診療予約電話 ＴＥＬ ０１２０－１１３－７５１ (受付時間 ８：３０～１７：００) 

※ 当院は予約制となっております。診察券をお持ちの方はお手元にご用意の上、お電話下さい。 

※ 日曜・祝日は休診です。諸事情により外来予定が変更になる場合があります。 

（2014年6月1日現在） 

発行 企画・編集 

 東葛クリニック病院 

 広報委員会 


